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会 長   山本 剛史郎   クラブ会長主題 「温故知人」 スローガン 「明日に向かって新しい出会いを！」 

副会長   松川 厚子     国際会長 Ulrik Lauridsen氏（デンマーク） 

会 計    吉田 公代         主題 “Let Your Light Shine“ 

書 記   吉野 勝三郎          (輝かそう、あなたの光を)  

                    アジア太平洋地域会長 利根川 恵子(川越) 

主題 “Be the light for change”  

（変革のために光となろう） 

                         東日本区理事 山田 公平 (宇都宮) 

主題「未来のために今、学びと気づきを！ 未来のために、自信を育み、真の喜びを感じる機会を！」 

関東東部部長 長尾 昌男（千葉ウエスト） 

主題「YMCA と Y’s協働で、目指そう地域に繋がる奉仕を！」 

5 月の聖句 

4 月の聖句 

すべての民よ、手を打ち鳴らせ。 

喜びの歌声で、神に歓呼の叫びを上げよ。 

まことに主はいと高き方、恐るべき方 

全地に君臨する偉大な王。 

詩編 47編 2～3 節 

 

 

Oh, clap your hands, all you peoples!  

Shout to God with the voice of triumph! 

For the Lord Most High is awesome;  

He is a great King over all the earth. 

Psalm 47:1-2 

 

 

3月統計（3月２3・31） 

 

出席者 ８名 出席率 8０％ 

 

巻頭言 

川越ワイズメンズクラブ会長 山本剛史郎 

 

幸せなら手をたたこう 

今年、いのちのことば社から『漫画 幸せなら手をたたこ

う 誕生物語』という本が出版された。以下、本の紹介から

の引用になる。 

かつて坂本九が歌って大ヒットした「幸せなら手をたたこ

う」は、その後も世代を超えて歌い継がれている名曲。そ

の詞には、一人のクリスチャン青年がフィリピンでの奉仕

活動の中で感じた、戦争への深い悔恨と、平和への思い

が込められていた。この名曲の誕生秘話が、時代背景を

も丹念に織り込みながら描かれている。子どもから大人ま

で漫画で味わえる、大きな愛の物語。 

その青年とは早稲田大学名誉教授・恵泉女学園大学

元学長の木村利人氏である。木村氏は 1953 年、フィリピ

ン・ダグーパン市にワークキャンプに参加し、その体験と

共に上記の聖書、詩篇 47 編の言葉をもとに「幸せなら手

をたたこう」が生まれた。 

6月22日（土）には埼玉YMCA子育て子育ちセンター

で木村氏の講演を予定している。 

 
 

4月例会・入会式報告 

 

川越ワイズメンズクラブ会長 山本剛史郎 

2024年 4月 27日（土）、川越ワイズメンズクラブの例会

において、新井壽代(あらい ひさよ)さんの入会式を行い

ました。川越クラブからは新井壽代さん、生川美樹さん、

河合今日子さん、利根川太郎さん、利根川恵子さん、吉

田公代さん、吉野勝三郎さん、山本剛史郎、埼玉クラブか

らは衣笠輝夫さん、所沢クラブからは大澤和子さん、宮地
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輝子さん、坂本憲枝さん、東京多摩スマイルクラブからは

田中博之さんが参加してくれました。 

14時から入会式を行ったが、式文に従ってワイズメンズ

クラブの目的、その意義について司式者である山本が述

べた後、新井壽代さんの「はい」、「入会します」との宣言と

誓約により、ワイズメンズクラブの一員として迎えることにな

りました。その後、お祝いの言葉として田中博之元アジア

太平洋地区会長、利根川恵子アジア太平洋地区会長か

らお祝いの言葉、さらにはインド・ハイデラバードからも電

話でお祝いの言葉が述べられました。そして、新井壽代さ

んからはこれからワイズメンとして活動していく力強い決意

を述べてもらいました。 

 
 

Ｗ４Ｗ（Week for Waste） 

上記新井壽代さんの入会式直後に、YMCA 職員の木

下遥七さんと７名の子どもたちと一緒に W4W（week 

for waste）としてゴミ拾い活動を行いながら川越の街

を散歩しました。ゴミはたばこの吸い殻、空き缶、ペッ

トボトルなど 6.5㎏を集めました。 

 
 

 
 

今後の予定 

 

5 月例会 

日時: 2024 年 5 月 25 日(土)16:00 

場所: 川越市南公民館（ウエスタ川越）講座室 2号 

卓話:木本晃子さん(川越不登校親の会) 

    「不登校を考える」 
 

6月例会 

日時：2024 年 6月 22 日（土）14:00～16:00 

場所：埼玉ＹＭＣＡ子育て子育ちセンター 

    （埼玉ＹＭＣＡ所沢センター隣接） 

テーマ：木村利人氏講演会 

①平和について考える 

②フィリピン・ワークキャンプへの理解、宣伝 

 を目的に、川越クラブが主催し所沢クラブが共催の予定

です。山本会長がまとめ役として、予算も含めて詳細を煮

詰めています。クラブメンバーはもとより、知人・友人を誘

ってご参加下さい。 

 

国際の舞台から 

“Keiko’s Monthly Briefing of YMI/ASP” 

 

「次期クラブ会長研修会（CPE Institute）」 

アジア太平洋地域会長 利根川恵子 

ワイズメンズクラブ国際協会では、CPE インスティテュ

ートと題して、主に次期クラブ会長を対象に数回のオンラ

イン研修を行っています。第4回が5月11日に開催され、

テーマは「コミュニケーション」で、講師は、アメリカのビジ

ネス・コンサルタント、ボブ・トービンさんでした。 

 私たちは毎日、様々な形でコミュニケーションを取ってい

ます。対面あるいは電話で話す、メールを出す、手紙を書

く等々、方法はいろいろですが、自分の考え、意見などを

伝えています。トービンさんはそのメッセージの組み立て

方を示し、さらにメッセージのコンポーネントとして重要な

点を紹介してくれました。ご参考までにご紹介いたします。 

 メッセージの組み立て方（例としてワイズメンズクラブに

ついてのメッセージです。） 

➢ クラブ名 (アイデンティティ) 

➢ リード文（自分たちの趣旨）   

➢ 記述（私たちは何か） 

➢ 活動 (何をしているか) 

➢ 物語 (私たちのインパクト) 

➢ 招待（入会方法） 

 メッセージのコンポーネント：明確、切実、一貫 （clear, 

compelling, consistent と 3ｃです。） 

 さあ、明日からのコミュニケーションに生かしてみてくださ

い。 

 

 なお、研修会当日のトービンさんのプレゼンテーションを

下記のリンクから見ることができます。  CPEI shared 

Google folder 

 さらに、8 月にはチェンマイ YMCA で国際大会が始まる

直前に 1泊 2日で CPE インスティテュートが行われます。

参加費は、宿泊、食事、研修込みで 100米ドルです。まだ

間に合いますので、興味のある方は登録を。 

 

 

https://drive.google.com/drive/folders/1s63nT7xhUcz0TdoaBCRPL3_V7MffMhgW?usp=sharing
https://drive.google.com/drive/folders/1s63nT7xhUcz0TdoaBCRPL3_V7MffMhgW?usp=sharing


 
 

YMCA報告 

 

埼玉 YMCAでは、クローバークラブを卒業した 18歳～

25 歳を対象とした活動を実施しています。今回は、ワイズ

メンズクラブの皆さんと一緒にクリーンアッププロジェクトを

行いました。“人の役に立ちたい“という想いがあるメンバー

が参加しました。その為、やりがいを持って、ゴミ拾いに取

り組んでいました。 

掃除を終えた後、ワイズの皆さんから飲み物をごちそう

になると「ありがとうございます。」「ごちそうさまです」と嬉し

そうな表情を浮かべていました。公的機関は 18 歳で終了

になるところが多いです。卒業後に悩み等があっても中々

相談する場所がありません。その為、YMCAでは、卒業後

のバックアップとして、アップグループの活動を進めていま

す。今後も、より長く、深く、伴走していきたいと思います。 

木下 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（編集後記） 

私は 2019年から仕事で時々インドに出張しています。

コロナ禍で中断しましたが、昨年から再開し、今回は5月7

日から 30日までと、比較的長期の日程となっています。そ

の理由は、最後の仕事をハイデラバードで準備できたの

で、仕事が終わった後、長年、友好関係にある当地の

YMCA と Y’sの仲間と会うことにしました。川越クラブは、

ハイデラバードのY’sから、文書で IBC締結の要請を受け

たこともありますが、川越クラブの状況から、その要請を一

旦お断りしてあります。その間に、川越クラブ設立直後か

らＩＢＣの関係にあったアメリカ・オレゴン州セーラムクラブ

が今年 3月末で解散となったことから、ハイデラバードクラ

ブとの関係も再考の余地があるのではないかと考えていま

す。 

しかし、形だけのＩＢＣとなっては長続きしないのと意味

がないので、何か中心となる継続的なテーマがないと考え

ています。その辺りを今回のミーティングで探りたいです。 

先日の新井壽代さんの入会式の際にＴＶ電話でお祝い

メッセージを送ってくれた同クラブのパニさんが、今回の

私の同地訪問の下準備をしてくれています。 

現山本会長の任期もあと一ヶ月となりました。7月からは

利根川太郎会長となります。山本会長は、関東東部部長

となります。ますます、皆さんの協力が必要です。健康に

留意して夏に備えましょう。 

（ＫＹ） 


